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●「渋のエゴ」


渋のエゴは、渋崎の三角州と葭崎の三角州に挟まれた入江にあった．現在の流域下水道終末処理場の位置がそれにあたり、湾口の幅は、300m, 奥行きは600mに達していた．渋のエゴに分布していた水生植物は、外観的には抽水植物が主体で、内部は浮島状になっており、水生植物の種数はおよそ40種を数えている。


図－１の相観模式図に見るように、湖岸から湖心へ向けて「ヨシ帯→マコモ帯またはミクリ帯→ヒシ帯→アサザ帯→コウホネ帯→ヒロハノエビモまたはササバモ帯→ヤナギモ帯」というように、抽水→浮葉→沈水と、それぞれの水生植物が移り変わっている．これらのいずれもが諏訪湖全体にとっても代表的な水生植物である。


水生植物に覆われたエゴの中には、


熊穴（釜穴）とよばれる地形があった．


この熊穴の周辺だけは植物によって


水面をふさがれることはなく、開水面


になり、底部は穴状になっていた。


その大きさは最大で直径８ｍ、水深は


２ｍもあり、底質は砂質のものが多かっ


たようである。


エゴの内部は水生植物の宝庫である


が、そこはまた動物群集にとっても重要な生活の場所であった．報告されている底生生物は、イトミミズ科３種、ユスリカ科１種、グロシフォニア科１種（ヌマビル）、巻貝９種、二枚貝７種及びヌカエビ、テナガエビなどである．図－２はエゴ内部の貝類の生息分布を模式的に示したものである。


エゴは、魚類にとっても重要な場所であることは水中にたてた木や竹、水中の貝殻の内側などに多数の魚卵が産みつけられていることからもわかる。エゴのような水生植物の繁茂している場所では餌も多く、環境も安定しているので、魚類の再生産の場、産卵の・幼稚魚期の安全な生活の場所としてたいへん重要である。定量的なデータは難しいが、エゴ内


部から採集された魚類が12種におよんでいることからも、その重要性は推測できる。


ヨシの茎にはヨシキリがとまって鳴いていたり、抽水植物の間を泳ぐバンの親子などの例からもわかるように、鳥類にとってもエゴのような水生植物帯は格好の生活の場所となる。渋のエゴ調査時に出現した鳥類は、18属50種にもなる。その中で、巣が発見され、この地域での繁殖が確認されたのは、オオヨシキリ、コヨシキリ、バン、カイツブリ、カルガモの５種であった（図－３）。














図－１　渋のエゴ内部の相関模式図（陸側から湖にかけての断面）





図－２　渋のエゴの貝類生息断面図





図－３　渋のエゴにおける繁殖鳥のＮｅｓｔ　ｓｉｔｅと植生との関係
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